




























































戦前の東京高師附小で開催された国語科の訓導協議会は全部で 7 回であった（表 1）。初
回は 1913 年に開催された。第 1 回の内容は読方、綴方のみであったが、第 11 回には「読
み方」「綴り方」「話し方」「書き方」の 4 部に分けられ、国語科の各領域がもれなく扱われた。
1920 年代には綴方と読方に分けて実施され、書方・話方の領域については扱われなかった。
また、この時期には通常の教科に加えて、「学校管理」（第 10 回、1918 年）、「教育思想」（第 21
回、1923 年）、「道徳」（第 22 回、1924 年）、「芸術」（第 23 回、1924 年）、「高等小学」（第 29 回、
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回                     開催年                                     教科分類                    臨時増刊号タイトル
第 1 回              1913（大正 2 ）年                     国語                          第一回全国小学校訓導協議会報告
第11回              1918（大正 7 ）年                     国語                          第十一回全国小学校訓導協議会報告
第20回              1923（大正12）年                     綴方                          （未入手のため不明）
第25回              1925（大正14）年                     読方                          読方教育研究号
第34回              1930（昭和 5 ）年                     国語                          現代の国語教育
第43回              1934（昭和 9 ）年                     国語                          日本国語教育
第52回              1939（昭和14）年                     国語                          新興日本国語教育
表 1　全国小学校国語訓導協議会一覧














































































































読方            目標論         心の力を内省させる国語教育
                                    読方教授の目的と其の鑑賞
                                    読方教育に於ける態度の問題
                                    綜合の読方教育
                                    現代読方教育は正道を歩みつゝあるか
                                    迷ひと思索より得た国語教育観
                                    初学年国語教育論
                                    全体生活拡深の教育に於ける低学年国語指導
                                    高等小学国語教育の改善
                                    創作態度を基調とする読方教育
                                    真の国語教育展望
                                    読方科に於ける生活指導と修身的教材
                  読方本質論   形象の直観と内容表現の考察
                                    文学形象と其の読み
                                    文と読みの本質観
                                    読方作用の本質
                  教材論         児童の読物領海へ進撃しつつあるプロレタリ
                                    アイデオロギーに対する一考察
                                    農村用高等小学読本の一般的考察
                                    児童読書生活から見た国語読本に対する希望
                                    課外読物取扱の小さな経験
                                    読方科教材に就て
                                    我が地方教育の実相に立脚したる補充教材の
                                    取扱
                                    補充読本についての一考察
                  方法論         読方学習指導上の力点
                                    本格的読方教育の作業
                                    教材の観方と読みの指導
                                    読みの指導過程
                                    我が校に於ける朗読指導の実際
                                    読方に於ける作業的部面（狭義）の研究
                                    読解訓練の実際
                                    私の読方学習指導観
                  言語教育      小学校に於て語法の指導を如何にみるべきか
                                    文章に於ける語句の位置と実際指導への関連
                                    読方指導に於ける節意語意探究の実際的考察
                                    自覚的読方の主として方法について
                                    「読み」と其の指導に対する一考察
                                    尋常小学国語読本文字習得率調査
                                    布哇に於ける日本語教育
                  その他         転回期の読方考査
綴方                              綴方教育に於ける生活指導論の再吟味とその
                                    必然展開
                                    綴方に於ける生活表現の意味
                                    循環的深化の方法に拠る綴方教育の体系
                                    綴方科に於ける個の研究（検出と昇華）
                                    綴方にあらはるる発達の意義
                                    児童文の鑑賞について
                                    綴方の学習帳
                                    綴方教育の要諦としての批正
                                    低学年に於ける綴方教育の一断面
                                    児童詩の形式について
話方・聴方                     方言の取扱私案
                                    話方、聴方教授における具案的指導
                                    言語教育について
                                    児童劇に就て
                                    児童劇に関する主要問題
書方                              尋常小学国語書方手本改正の焦点
                                    書方指導の本質的考察
                                    毛筆書方科の革新
                                    毛筆書方教授の改善









第 34 回の国語科部員は、馬淵冷佑（東京高師附小在職 1905 - 31 年、以下同様）、小林佐源
治（1908 - 39 年）、田中豊太郎（1920 - 47 年）、飯田恒作（1916 - 27 年）、高橋喜藤治（1908 -



























国語教育の純化                                       馬淵冷佑
国語教育より見たる学級経営の一班            小林佐源治
綴り方の生活化                                       田中豊太郎
「児童の文章観」の一考察                        飯田恒作
書方指導上の諸問題について                     高橋喜藤治
生活人への読方教育                                 宮川菊芳
































































































































































































































































































31）（佐藤末吉記）国語研究部「最近読方教育の進歩 一 読方教育目的の考察」『教育研究』400 号、
1933.4、pp.120-123
32）前掲大西「教科における「読み」の問題」、pp.154-167
33）輿水実「日本近代国語教育通史」石山修平『教育的解釈学　国語教育論』明治図書出版、1973、
pp.356-357
34）前掲大西「教科における「読み」の問題」、pp.176-180
────────────────［おおにし  きみえ・和光大学現代人間学部心理教育学科専任講師］
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